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PRRS、「闘わない」ことが真に「勝つ」こと

最も理想的かつ効率的な PRRS 対策とは何でしょうか？

それは「PRRS と闘わない」ことです。PRRS 馴致やワクチ

ネーション、二次感染対策としての余分な投薬、そして

PRRS を発症させないための過敏な環境管理…。これらから

発生する経費・労力・時間は、元をただせばPRRS さえ農場

になければ本来は全く必要なかったものです。即ち、PRRS

清浄化とは、実はPRRS 対策のなかで最もシンプルかつペイ

バックの大きい方法なのです。

アメリカ養豚産業の現在の動向からも垣間見えるとおり、

今後、将来のPRRS 対策として原種豚農場やAI センターは

当然のこと、コマーシャル農場においてもPRRS 清浄化がス

タンダードになってくることは間違いありません。それは、

我々日本の養豚産業においても全く同じことが言えるでしょ

う。本稿では、我々の産業におけるPRRS 撲滅の意義と、さ

らに農場単位で取り組める具体的なPRRS 清浄化実践方法

について、筆者の国内外の知見・経験を踏まえて紹介したい

と思います。

なぜ撲滅？ 必要な知識・技術があるから！

「そもそも、なぜPRRS を撲滅する必要があるの？」…。

誰もが始めに思う素朴な疑問かもしれません。しかし、その

答えと理由はあまりにも明白です。

産業全体として見たときに、①経済的被害の大きさ、②抗

生物質使用低減の消費者ニーズ、③疾病をなくすことによる

国際競争力のアップ、さらに、④動物福祉の観点、などから

考慮しても、PRRS 撲滅は「百利あって一害なし」であるこ

とに異論を唱える方はいないでしょう。そして、ここで最も

重要なことは、「PRRS を撲滅するために必要な知識・技術

が既にこの世に存在している」という事実です。PRRS 撲滅

とは、ただの理想論でもなければ絵空事でもありません。そ

れを実現化するノウハウは既に存在しており、要はそのノウ

ハウを我々が知っているかどうか、さらに「PRRS を撲滅し

よう！」という強い意識があるかないか、の違いだけなので

す。

“撲滅”は“コントロール”の延長線上にある

以上の背景を踏まえたうえで、農場単位におけるPRRS 清

浄化の基本的な考え方・具体的な実践方法の手引きを少し紹

介したいと思います。

「PRRS 撲滅に際し、何か特別なツールが必要なのか？」

…。実は何も必要ありません。PRRS 清浄化に必要なツール

はすべて、PRRS コントロールに必要なことだけで事足りま
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表 1 PRRS撲滅に必要なものは、この 4つだけ！ 図 1 PRRSコントロールから清浄化への流れ
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す。要は、それらをどこまで徹底して行うことができるか、

という点だけが、PRRS コントロールからPRRS 清浄化に移

行する分岐点です。方法論的には、PRRS 清浄化法はPRRS

コントロール法の延長線上にあるにすぎません（表1、図1）。

現在、筆者は国内のいくつかの農場においてPRRS 清浄化

に取り組んでいますが、その経験を踏まえて、PRRS コント

ロールから清浄化に踏み切るための技術的な条件を右記のと

おりまとめてみました。この条件と図 2を見て分かるとお

り、PRRS 清浄化を目指すためには、まずはPRRS が確実に

コントロールできていることが必須です。PRRS コントロー

ルにおける重要なポイントを1つずつ徹底的にクリアしてい

くことが、ひいては農場でPRRS を清浄化できる結果につな

がるからです。

PRRS 撲滅法のトレンド

ここで参考までに、現在のアメリカ養豚産業で一般的に確

立・報告されている農場単位でのPRRS 撲滅法のオプション

をまとめてみます（表2）。それぞれに利点・欠点があり、適

用状況も異なりますが、いずれの方法も図1に示した筆者の

“シロ・アカ・ピンク”のエッセンスがすべて盛り込まれてい
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図 2 PRRS清浄化へのステップ

PRRS 清浄化に踏む切るための技術的な条件

1．繁殖母豚群のPRRS免疫安定化が確実に達成されて

いる

2．PRRS 陰性の更新雌豚・雄豚、もしくはPRRSフリ

ーの精液を計画的かつ継続して導入することができる

3．離乳―肥育ステージが別サイト。もしくは、同サイト

であっても棟・部屋ごとのオールイン・オールアウト

が可能で、PRRS陽転時期も肥育後期まで下がってき

ており、オールイン・オールアウトの徹底によってそ

のまま感染を押し出せる可能性がある。または、思い

切ったパーシャル・ディポピュレーション（部分的総入

れ替え）ができる

4．農場の立地条件が比較的有利

5．農場防疫に対する経営者・場員の意識が高く、徹底し

た農場防疫法を現場で継続的に実践することができる

6．PRRS 陰性農場としての定期的モニタリングを今後継

続していく意思と経営体力がある
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ることに気づかれると思います。ただし、これらの具体例は

あくまでも参考例として留めるべきで、逆に言えば、上述の

エッセンスに基づく方法であれば、どのような方法によって

でもPRRS を清浄化することは可能です。立地条件やピッグ

フローを含め、農場環境は十人十色です。既存の方法やモデ

ルに固執するよりはむしろ、個々の農場に対応できる臨機応

変な姿勢で、オーダーメイドのPRRS 清浄化プログラムを構

築・実践することが最も大事であることを、筆者の経験から

強調します。

“引き算”の疾病対策でよりシンプルな経営を！

冒頭でも述べましたが、PRRS 清浄化が最も効率的で費用

対効果の大きなPRRS 対策であることを最後にあらためて強

調します。「なくせる疾病は積極的になくしていく」、「病気

はないのが当たり前」という意識が、将来の養豚疾病対策に

おける肝になってくるからです。

今後、我々の養豚産業を取り巻く諸事情はますます厳しく

なってくることでしょう。そのような状況下で生き残ってい

くためには、疾病をなくすことによって、それに伴う経費・

労力・時間を極力省力化し、よりシンプルかつ効率的で身軽

な養豚経営を構築するという、言わば“引き算”の考え方で

疾病対策に臨む必要があるのではないでしょうか。そして、

既に我々は、そのような時代に突入したと言えます。そのこ

とを最も端的に表している例がPRRS ではないでしょうか。

本稿で触れられた農場防疫（バイオセキュリティ）査定をご

所望の方は、あらためて筆者宛に直接ご依頼下さい。随時、

個別に対応させていただきます。
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表 2 農場単位における PRRS撲滅法の報告例




